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１ 学校の概要 

油日小学校は、滋賀県南東部の鈴鹿山脈の麓にあり、

油日岳を源流とする杣川が学校近くを流れている。滋

賀県と三重県の県境に位置し、JR 草津線の中では県

内で最も南の端にあたる「油日駅」の近くに本校があ

る。学校周辺は、緑豊かな田園地帯が広がっている。

2000 年の月３に完成した学校ビオトープも、今では

木々が大きく育ち、多くの生物が観察できる場になっ

ている。 

 

２ 活動の実際 

（１）エコ宣言 

５月７日（水）にエコ宣言集会が行われた。校長先

生のキックオフ宣言と各学級で考えたエコ宣言を発

表した。エコ宣言は昇降口掲示板に１年間掲示してい

つも意識できるようにしている。各学級からは、ビオ

トープなど自然に関する宣言、ものの使い方などに関

する宣言が出された。１２月の終業式で中間発表とし

てできたことを発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

（２）３年生総合的な学習の時間 

   「薬草博士になろう」 

１年生のときから生活科の時間を中心にビオトー

プに親しんできたので、３年生の子どもたちはビオト

ープが大好きである。休み時間になれば生き物を探し

にビオトープへ遊びに行ったり、ビオトープの草花に

興味を示し、エコ委員会が企画した自然観察会には必

ず参加したりして、それぞれがビオトープで遊ぶこと

を楽しんでいる。 

３年生から総合的な学習の時間「花の木」の授業が

始まり、子どもたちは毎時間楽しみにしていた。特別

教室に掲示されている昨年度の「花の木」学習の掲示

物を見たり、兄や姉から「花の木」の学習内容を聞い

たりしていたので、３年生では薬草のことを勉強する

ことは多くの子どもたちが知っていた。ただ、「なぜ

薬草を勉強するのか」ということまでは考えていなか

ったようだったので、まずは社会科の学習と関連させ

ながら「甲賀町といえば何？」と子どもたちにたずね

るところから総合的な学習の時間をスタートするこ

とにした。すると、「甲賀忍者」や「くすりのまち」

との意見が返ってきた。そこから、どうして「くすり

のまち甲賀」というのか、「甲賀忍者」と「くすり」

との関係について調べ始めた。すると、休みの日にお

家の人と学校の近くにある施設「くすり学習館」に行

って調べてきたという児童が何人かいて、そこから

「みんなでくすり学習館に行って調べたい」となった。  

子どもたちの思いから６月にくすり学習館へ行き、

館長さんから甲賀町は昔から薬草が育ちやすい土地

であったことや甲賀忍者と薬草との関係について教 
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りであるビオトープを核として、子ども・保護者・地域が一体となって環境教育に取り組ん

できた。 
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今年度は、３年生の総合的な学習の時間に行った活動を中心に紹介する。 
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えていただいた。子どもたちができるだけ薬草に興味

がもてるように、身近な植物が薬草になることを教え

ていただいたおかげで、くすり学習館の帰り道では道

端に咲いているタンポポを見て「薬草だ！」と話をす

る子がいた。くすり学習館で学んだ次の日には、家の

庭に生えていたドクダミの葉やへびイチゴ、ヨモギを

持ってくる子どもの姿が見られた。また休み時間にビ

オトープで摘んできた草花は薬草ではないかと本で

調べる子どもの姿も見られた。 

５月には塩野義製薬油日植物園の職員の方に協力

していただき、ビオトープに地域種の薬草であるアイ

の苗を植えた。またアイの効能を教えていただいた。 

７月には、甲南高校のバイオとかがく系列の先生と

生徒の方に来ていただき、ビオトープの薬草で「薬草

ビンゴ」をしていただいたおかげで、ビオトープには

薬草がたくさんあることを実感することができた。 

 

９月には、５月に植えたアイの生葉を使い、たたき

染めと絞りを行った。ある子は、習い事の剣道の道着

はアイで染められていることを知ってびっくりした

と振り返り、実生活に生かされていることに気づくこ

とができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また社会見学でシオノギ製薬（株）油日植物園を見

学させていただき、植物の特長を学ぶことができた。 

このように、多くの方と関わって薬草のことを学習

していく中で、子どもたちから自分たちでも薬草から

薬を作ってみたいとの気持ちが生まれた。ビオトープ

には生き物だけでなく、薬草も豊富にあることを知り、

大好きなビオトープにある薬草を使って、大好きな家

族を招いて「薬草祭り」をしたいとの声が上がり、１

月の参観日に「薬草祭り」を開くことになった。まず

は自分の興味がある薬草について調べ、その後同じ薬

草に興味を持った仲間同士に分かれてさらに探究活

動を行い、８つのグループ（イブキジャコウソウ、カ

タバミ、クリ、カキ、ヨモギ、イチョウ、イヌタデ、

ドクダミ）ができた。それぞれの薬草の特徴や効能な

どを調べたり、実際に薬草湯を作ったりするグループ

もあった。 

１月の参観日では、お家の方を招いて「薬草祭り」

を行った。お家の方からは、「よく調べていて感心し

た。勉強になった」という声をたくさんいただいた。  

２月には、来年から総合的な学習の時間が始まる２

年生に１年間学習してきたことを発表した。２年生か

らは、「薬草のことがよくわかった。他の薬草のこと

も調べたくなった」「カキやクリが薬草ということを

初めて知った。３年生で勉強することが楽しみになっ

た」と多くの子が感想を発表した。 

 

３ おわり 

このように多くの方の協力のおかげで油日小学校

のエコ・スクール活動は続いてきた。これからも子ど

も・保護者・地域が一体となって環境学習を進め、地

域の自然を守っていきたい。 
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